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ABSTRACT

Recently　in　Japan　there　has　been　a　great　interest　in　the　increasing

number　of　fractures　in　children．　However　because　of　the　lack　of

scientific　data　in　the　past，　a　clear　analysis　was　difficult　to　make。

In　this　study　we　attempted　to　evaluate　the　incidence　of　fractures　in

children　in　Niigata　city，　and　the　possible　factors　of　this　increaseレ

The　first　survey　was　done　to　all　students　in　third　grade　of　junior

high　school　about　their　past　history　of　fractures　by　a　questionaire　in

1981　and　another　one　in　1990．　The　incidence　of　the　children’s　fracture

was　12．6％　（in　boys　16．7％，　in　girls　8．5％）in　1981：　on　the　other　hand

in　1990　the　incidence　increased　t0　15．5％　（in　boys　20．1％，in　girls

10．8％）．　Among　girls，　there　was　no　significant　increase　in　the　number

of　fracture　in　all　grades，　however　in　boys　the　number　increased　after

fifth　grade　of　elementary　school．　From　the　list　of　injuries　which　was

reported　by　school　nurses　after　the　organized　system　by　the　Japanese

Ministry　of　Education　the　number　of　fractures　in　each　year　were
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collected　from　1975　to　1989。

The　number　and　the　incidence　of　fractures　to　all　students　had　been

increasing　every　year ，　the　incidence　of　fractures　for　every　100　stu・

dents　in　1975　was　0．68，　and　this　increased　t0　1．19　1n　1989．　To　evaluate

the　possible　causes　of　this　increase　an　analysis　of　the　background　of

the　students　who　were　listed　in　the　report　was　done　in　1981　and　1990

by　a　questionaire ．　As　a　control　group ，　students　whose　student

number　is　just　before　and　after　the　involved　subject　were　also　stu－

died．　The　χ－rays　of　the　subjects　were　evaluated　by　visiting　the

hospitals　where　diagnosis　had　been　made 。

The　background　such　as　eating　habits　and　nutrition ，　body－height

and　weight ，　fitness　and　sports　ability，　and　the　mechanism　of　injury

were　compaired　between　the　two　groups ，　one　is　the　fracture　group

whoes　fracture　are　comfirmed　by　this　study　and　the　control　group

who　has　no　history　of　suffering　fractures．　The　sports　abi！ity　of　the

fracture　group　tends　to　better，　their　average　body－height　and　weight

tends　to　be　tal！er　an（！　heavier　than　those　of　control　group。

It　can　be　summarized　that　the　incidence　of　fractures　in　students

seemed　to　be　increasing　and　level　of　sports　activity　is　one　of　the

main　factor　for　this　tendency．

要　　旨

小児骨折の頻度が増加しているか，そして増加

しているとした場合その要因が何であるかを検討

する目的で，新潟市の学童・生徒を対象に調査を

行なった．　1981年と1990 年の2 回にわたり，中

学3 年生全員に対し骨折の既往に関するアンケー

ト調査の結果，骨折既往をもっものの割合は

12，6％ から15 ．5％ に増加し，性別で も男子が

16．7％ が20．↓％ に女子は8．5％ が10．8％ であり，

男子に骨折が多く今回が前回よりも有意に増加し

ていた．受傷した学年は男子では小学生高学年以

降，学年が進むにつれ増加していく傾向がみられ

た．

また，」．975年から1989 年までの日本体育健康
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センターの災害調査報告書から抽出した骨折件数

は在籍全生徒に対する割合で年々増加し，　100 名

に対する発生率は1975 年では0．68件であったも

のが，　1989年においては1．19件となっていた．以

上から小児骨折の増加の可能性が高いと判断され

た．

その要因を検討するため同報告書の骨折既往者

で調査時（前回1981 年，今回1990 年）小中学校

に在籍している者と対照としてそれらの学籍番号

の前後の者に，受傷時の状況，運動能力，体格，

食生活についてアンケート調査を行なった．ま

た，骨折既往者は加療機関でX 線調査を行なっ

て骨折が確認できた骨折群とアンケートで骨折の

既往がないとしたものを対照群として比較した．

その結果，運動能力において骨折群が対照群に比
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してまさる傾向を示した．また，男子の身長，体

重とも骨折群が対象群を上まわる傾向を認めた．

骨折の受傷状況は，スポーツ活動中の割合が前

回28 ．4％ が今回38 ．6％ と増加していた，ごれら

の結果からスポーツ活動の活発化が小児骨折の増

加の要因として考えられた．　　 犬　　　 犬

緒　　 言

子供の骨折が増加しているとの危惧がとりざた

され，　1981年の日本整形外科学会の学術集会にお

いて討議された　しかし，過去の比較すべき確実

な調査がないため，小児の骨折の増加について は

明確な結論を得るには至らなかった．　　 ∧

1981 年に著者 らは新潟市 における学童・生徒

の骨折に関する調査を，新潟市教育委員会および

同市整形外科医会，外科 医会 の協力を得て行な

い，小児の骨折が増加している可能性を指摘しI），

その要因について， スポーツ活動の活発化と加療

側の慎重 な診断上 の対応が考えられると報告し

た． しかし， 年次的変化 については検討で きな

かったため，　1990年 に同様な調査を実施し，前回

の調査と比較することで小児骨折の増加につい

て，またその要因についての検討を行なったので

報告する／　　　　　万‥ ‥‥ ‥‥

1 ．調査方法

1981 年の調査と同様に，新潟市内の中学3 年生

に対する骨折の既往に関する調査（調査｜），日本

体育健康センターの災害調査報告書（以下報告書

と略す）の中の骨折についての調査（調査2 ），報

告書 の骨折既往者の体格や生 活等 に関する調査

（調査3 ） の3 調査を実施した． ∧

1レ1　 調査1　 対象と方法

1981 年および1990 年度 の新潟市立中学校3 年

生全員 に対して，骨折の既往および受傷した学年

についてアンケート調査し，その受傷頻度につい

て性別√学年別に比較した．

1．2　 調査2　 対象と方法

二1975 年から1989 年までの報告書から， 年度別

に発生した骨折について抽出し，年度別の発生件

数および，在籍生徒あたりの発生率について比較

した．

表1　 食生活に関するアンヶ－卜質問事項

普段の食生活について書いてください

（小学校入学時以後の平均でおのおの1 つ選び○で囲んでください。）

A ．間食の量について

■　　　　　■　　　　　　　　　　　　　”1 ．多い　　　　　　2 ．普通

B ．牛乳の飲む量にういて　　　 犬

1 ．1 日2 本以上　　2 ．1 日1 本くらい

C ．肉・魚・卵いずれかのとり方について

1 ．毎日とるようにしている　2 ．週に4 ～5 日はとる　 二

D ．好き嫌いについて　　　　　　　　　　　　 ＼

3 。少ない

3 。飲まないこともある

3 。週に3 日以下しかとらない

1 ．好き嫌いはない 二2 ．4 ～5 種類くらい嫌いなものがある　3 ．好き嫌いが激しい

E ．野菜類について　　　 ：　　　　　　　　 コ　　　　　し

1 ．毎日食べる　　　2 ．時々食べないことがある

F ．コーラ・ジュース類

1 ．よく飲む　 二　2j 時々飲む　　　 ＝　　　　　　尚

G ．朝食について　　 し　 十　　　　　　　し

1 ．毎日食べている　2 ．週に1 ～2 回食べないことがある

H ．インスタントラーメンは

1 ．よく食べる　　　2 ．時々食べる　　　　　　　 ダ

3 。ほとんど食べない

3 √ほとんど飲まない

3 ．週に3 回以上食べないことがあ名

3 ．ほとんど食べない
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1．3　調査3　 対象と方法

前回は1978 年から1980 年，今回はJL987年か

ら1989 年の報告書の骨折既往者で，調査時市内

小中学校に在籍している者，および対照としてそ

れら骨折既往者の学籍番号の前後の者について，

骨折の既往と受傷時の状況，担任教師の判定によ

る運動能力，調査時学年の定期健康診断時の身長

と体重と，間食の習慣や牛乳の摂取などの食生活

（表1 ）についてアンケート調査を行なった．

また，この骨折既往者に対して，それぞれの加

療機関に出向いて，診断されたX 線の所見につ

いて調査し，骨折が確認できたもののみを骨折群

としけ対照としたもののうち骨折の既往のあるも

のを除いたものを対照群として両群を比較検討し

た．

2．結　　果

2囗　 調査1 （中学3 年生の骨折既往者に

関するアンケート調査）

アンケートの有効回答は1981 年は，男子が

2，978名で女子が2，934名の計5 ，912名であった．

一方，　1990年では男子3 ，353名で女子が3，264名

の計6 ，617名であった． 全在籍者に対する回答率

は前回が96．0％ で今回は89．6％ であった．

これらの回答者中，骨折の既往があるとしたも

のの割合は，前回12 ．6％ で今回は15，5％ であり，

その割合は有意に増加していた（P ＜0．0D． ま

た，これらを性別に分けても男子が前回m7 ％ が

20．1％ に，女子においては8 ．5％ が10 汨％ であ

り，両調査においても男子の方が女子よりも，そ

して両調査とも今回が前回よりも有意に増加して

いた（P ＜0 ．0扛

骨折の既往のあるものを，性別で受傷した学年

別に分けると，男子では小学生高学年以降学年が

進むにつれて増加していく傾向がみられた．そし

て，この傾向は今回はより著明となっていた．一

方女子ではこの傾向はみられず，毎年平均的に受
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1990年度
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小1　2　　3　　4　　5　　6　 中1　2　 学年

（中学3 年生に対する骨折の既往に関する調査）

図1　 学年別骨折件数の割合

傷していた（図1 ）．

2．2　調査2 （報告書の骨折件数の推移）

1975年から1989 年までの15 年間 の報告書か

ら抽出した骨折は，骨折件数および在籍全生徒数

に対する割合でも年々増加していた．生徒100 名

に対する骨折発生率は，1975 年で は0 ．68件で

あったものが，↓989年においては約2 倍の1 ．19

件となっていた（図2 ）．

2．3　調査3 （骨折者と対照者についての

アンケート調査）

2．3．　1　骨折群と対照群の構成

アンケート調査の結果，前万回2 ，748名（回答率

83．7％），今回は3，320名（8U ％）を得た．これら

件数 100人当り
1 ，5

0
．5

0

図2　 災害報告書の骨折件数の推移
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の内で骨折者に対する加療機関でX 線調査が可

能であったものは前回645 名で，今回は851 名で

あった．このX 線調査の結果で明らかな骨折が

確認できた骨折群は，前回は580 名，今回は750

名であった．また，アンケートで骨折の既往がな

いとした対照群は前回が1 ，638名で今回は｜，939

名であった．　　　　 ’

なお，医療機関のX 線調査で確認された骨折

の部位は，前回は橈骨遠位端部が最も多く28．3％

であり，ついで指骨の19．1％ であったが，今回は

橈骨遠位端部が27 ．5％ とその割合に変化がな

かったが，指骨が27．6％ とその割合が増加してい

た．

2．3．　2　アンケート結果

1）運動能力について

敏しょう性と走力について担任により，まさ

る，普通，劣るの3 段階の判定で評価した．前回

の調査では両群の構成に差が認められなかった

が，今回は，敏しょう性，走力ともリジッド解析

敏
し

ょ
う

陛

骨

折
群
　
　
　

対
照

群

骨
折
群

対
照
群

0

前　回

50

において骨折群が対照群に比してまさる傾向を示

した（図3 ）．　　　　　＼

2）体格について

性別に，前回と今回で両群の学年別平均身長と

体重を比較した（図4 ）．

男子において，身長，体重とも骨折群が対照群

を上まわる傾向を両調査とも認め，身長において

前回では小学2 年と中学3 年，今回では小学6

年，中学1 ，3 年において有意差を認めた．体重

においても前回および今回の調査において小学6

年，中学1 ，3 年で有意差を認めた．一方，女子

においては骨折群と対照群での平均身長，体重で

の差はなく，わずかに今回の中学1 年の身長と体

7 重が骨折群が対照群に比して有意差を認めた．

3）食生活について　　　　　 十

間食の量，朝食の摂取，好き嫌い，肉，魚や卵

の摂取，野菜類の摂取，インスタントラーメンの

摂取厂コーラやジムースを飮む量，牛乳を飲む量

の8 項目について3 段階で回答させて，その割合
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運動能力（担任による3 段階の判定）

図3　 骨折者と対照者に対してのアンケート調査
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Z 乙i骨折 群

匚¬対照 群

＊：P＜0 ．05

＊＊：P ＜0 ．01

りヽ 2　3　4　5　6　 中1　2　3　 学 年

小2　3　4　5　6　 中1　2　3　 学 年

図4　 骨折者と対照者に対してのアンケート調査

（Ridit解析）

前回　　今回

N ．S．　N ．S

N ．S．　N ．S

N ．S．　N ．S

N ．S．　N ．S

N

N

N

N

S

S

S

S

N ．S．

N ．S．

N ．S．

－
P＜0．05

0

前 回

n ＝580

100 ％

今回

n＝697

26．2％ ・53．2％ 20 ．6％

1日2本以上／　　　　1日1本　　　　／飲まない

23．4％ 52 ．4％ 24．2％

食　 生　 活

図5　 報告書の骨折者と対照者に対しての

アンケート調査

スポーツ活動中

登下校時および交通事故

校外のスポーツ活動

骨折受傷時の状況の比較

図6　 骨折者と対照者に対してのアンケート調査

を前回と今回において両群を比較した

この結果，唯一今回の牛乳の摂取量において

（図5 ）骨折群が多ぐ摂取する（リジッド解析）以

外は，両群の回答に差を認めなかった

4 ）骨折受傷時の状況について

骨折群の骨折時の状況についての回答を前回と

今回で比較した（図6 ）．休み時間が両調査とも最
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も多 く，そ の割合は前回が32 ．5％ で， 今回 は

35．0％ と変化は少なかった．登下校時および交通

事故の割合が8 ．1％ から4 ．9Mに減少したが，運

動クラブ，体育の授業それに校外でのスポーツ活

動といったスポーツ活動中の割合が，前回28．4％

が今回38．6％ と増加していた．　 卜　j　ノ　ト

3．考　 察　　　 ダ　　　　　 つ

近年わが国において，主に学校保健関係者の中

で「最近の子供は骨がもろくなって骨折しやすい

のではないか」との疑問が提起されていた．これ

に対し第54 回日本整形外科学会の学術総会での

シンポジウムを始めとして气 整形外科の専門医

からの分析報告をみるようになった314凧　これら

の報告は一般に小児骨折の増加に対し否定的なも

のが多かった．しかし，比較すべき過去の確実な

調査資料がなく，調査が主に大学病院などの規模

の大きい医療機関において，そこの加療患者を検

討対象としていて，災害調査報告書を基本資料と

するものの多い学校保健関係者の調査との対象の

違いが大きく原因し，小児骨折の動向に関して明

らかな結論を得るに至っていない．事実，新潟市

における災害報告書の骨折報告の約8 割は整形外

科と外科の開業医院からのものであり，大学など

の病院の報告は1 割程度で，その割合はこの15

年間あまり変化していなかった．

そこで．われわれは調査の基礎資料を災害報告

書におき，加療機関の協力を得て，診断について

再確認をした上で，新潟市の小児骨折についての

分析を行なった．そして同様な調査を9 年の間隔

で2 回にわたり行ない，骨折の動向とその背景に

ついて検討した．　　　 レ

1981年と1990 年の2 回の， 中学3 年生全員に

対し骨折の既往に関するアンケート調査の結果，

骨折既往をもっものの割合は↓2．6％ から15．5％

に，性別にみても男子が前回16．7％ が20．1％ に，

女子は8．5％ が10．8％ であり，：男子に骨折が多く

今回が前 回より も有意に増加 してい た． また，

1975 年1989 年までの15 年 間の災害報告書から

抽出した骨折件数 は在籍全生徒数に対する割合で

みても年々増加し，　100 名に対する発生率は1975

年では0 ．68件であ ったものが，　1989 年において

は1 ．19件となっていた．以上から小児骨折の増加

の可能性が高いと判断された．

小児骨 折の増加 の要因を，近年のわが国におけ ・．・

る食生活の変化や生活環境の変化など に結びつけ

る議論もある．前回の調査において小児骨折の増

加と，その要因となる可能性のある社 会環境変化

を以下のようにまとめて検討した（表2 ）．

食生活の変化により骨ぜい弱性や体格の変化を

きたす． 木造 の家 が減 ったり居住空 間が狭 くな

り，また外遊びの場が減るような居住方式の変化

も骨のぜい弱性や体格の変化に影響を及ぼす． ス

ポーツ活動の活発化は外傷の機会の増加を もたら

し，子供の数の減少で小児の外傷に対する患者家

族の心配や関心 が高くなり受診数が増加し，一

方，医療訴訟の増加に代表される厳しい医療環境

における医師側の診断の慎重さなどにより骨折の

発見に変化をきたす．これらの要因 が合間って骨

折数が増加すると考えられる．

このうち医療側の変化 としてX 線調査におい

て明 らかな骨折と断定できない， いわば不全骨折

を前回10 ％ に認めた．杉浦がすでに小児骨折 の

増加は，専門医への受診増加による診断技術の向

上が大 きな要素としているが， この15 年間に新

表2　 骨折の増加をきたす可能性のある

社会的環境変化の要素と骨折の関係

食生 活→ 骨ぜい弱性
＞く

居住方式→ 体位の変化

スポーツー→ 外傷

医　　療→ 発見の変化

デサントスポーツ科学VOl 、13



潟市において災害報告書の報告医療施設の開業

医，病院，整形外科，外科および接骨院などの機

関別の割合に大きな変化がなかった．そして，今

回のX 線調査においても不全骨折例は11．5％ で

増加していなかったため，医療側の変化について

の要素は大きいものではないと考えられる．

小児骨折とスポーツ活動の活発化との関連はす

でに多くの報告で指摘されている．調査3 の骨折

群における受傷状況は，スポーツ活動中の割合が

前回28．4％ が今回38．6％ と増加していた．調査

方法が異なるため一概に比較はできないが，杉浦

ら6）は小児骨折のスポーツによる受傷の割合を

40％ と報告している．われわれの調査においても

受傷時期がスポーツの盛んな5 月から10 月に多

発し，男子の骨折が女子より多く，スポーツ活動

が活発化する小学生後半から経年的に増加してい

た．さらに，運動能力において骨折群が対照群に

比してまさり，男子において身長，体重とも骨折

群が対照群を上まわる傾向を認めた点や，スポー

ツ損傷に多い指骨の骨折が増加していることか

ら，スポーツによる外傷の機会の増加と小児骨折

の増加との関連が強いことを示していると考え

る．

現在，成長期のスポーツ指導においては，　over

－useなど障害に対する対策を問題とされること

が多いが，骨折を含めた外傷に対する指導につい

て，すなわち体力や運動能力にあったスポーツ種

目の選択，小児のためのルールの改善，使用器具

や練習方法の考慮の必要性も強調されるべきと考

える．　　　．．

デサントスポーツ科学VO 囗3
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ま　と　め

1．新潟市において，学童・生徒を対象とした

9年の間隔の2 回にわたる調査により，小児の骨

折が増加している可能性が高いことが判明した．

2 ．小児骨折の増加は，スポーツ活動の活発化

にともなう外傷の機会の増加が主な要因と推察さ

れた．
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